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せ
ら
るX
も
の
で
あ
る
へ
か
、
そ
れ
は
项
に
大
亚
十
三
年
耑
波
書
店
發
行
.の『

經
濟
擧
說
研
究』 

:-
へ
に
ゲ
死
後
否
芄
十
年

0-
.記

念

と

：し
で
.加

筆

再

錄

せ

か

る

。
：

:3
邊
敎
捞
の
解
說
表
式
は
同
學
會
雜
誌
第

.

r

經
濟
學
說
硏
究』「

ニ
四
七
觅
に
記
載
せ
ら
る
。
尙
同
敎
授
は

「

範
式
に
誤
り
あ
ゎ」

と
す
る
こ
の
論
稿
の
斷
定
を
大
正
十
五
尔
四
月
の 

.

『

三
!1
|
學
#
雜
誌』

第
.

一
十
卷
第
四
猇
の「

ヶ
ネ
ー
經
濟
表
の
範
式
に
，
て

」

•と
題
す
る
論
稿
に
於
て
自
ら
修
正
せ
ら
れ
た
。
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夕
',
:铤
に
獪
迚
#

®

•

數
個
の
駢
で
與
な
る
し
表
式I
三
邊
敎
授
の
解
說•表
式
と
同
一
の
機
權
の
表
式
丨
を
以
つ
で
範
式
の
說
明
を
せ
ら
れ
た
。

(

同
書
一
七 

三
货
參
照)

• 

/
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綏
濟
爽
の
智
略
，化
'と
其
够
式
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七
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五
八
三
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經

濟

表

0

竹
略
化
|

涵

..式

.

.

.

.

.
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. 

,

' 
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三

八

C

五
八
四)

又
久
保
出
明
光
敎
授
は『

經
濟
表
の
分
析』

の
本
文
の
說
叨
を
表
武
化
せ
る
三
邊
敎
授
の
解
說
表
式
と
同
一
の
も
の
と
、
北
ハ
要
約
を 

表
式
化
せ
る
バ
ゥ
，エ
ル
の
略
表
と
同
じ
も
の
と
a

一
種
の
表
式
を
揭
げ
て
ヶ
ネ
エ
の
範
式
の
說
明
を
行
は
れ
た
。

(

同
.敎
.授

『

經

濟

'
學
史
講
義
案
J
:h
層1::

八
l
:
l:i
y

,M
夏
び
_
 

.

而
^
ぽ

大

野

信

ー

遍

淑

七

.

『

經
濟
擧
^』

«

和
十
六
年
八
-^
發
'«)

：̂

在
め
で
ば
ー『

經
濟
表
の
分
析』

：
0本
文
を
表
式
化
せ
る
_
表 

を
师
入
し
てr

主
と
し
て
三
邊
金
藏
敎
授
の
解
說
に
據
る

」

士
評
HB
せ
.ら
れ
る
。
、，
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同
書
'
|
.
_
三
頁
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•

旣

に

福

三

博

士

は「

ヶ
ネ
I

の
作
•つ
た
此
略
表： (

^
|
|

の
®
武)

：：

は

少

じ

：込

み

人
<>
で
居
つ
て
.
'

(

或
人
は
共
れ
は
、間
違.で
あ
る
；
 

と
^
定
七
て
.居
り
ま
オ
が
其
れ
は.中
つ
.て
；居
-
0:'
1

せ
^
、
唯
だ
，込
.:
^
人

つ

.

.
て

居

る

の

で

>̂
-り
1'
す
'0
^ '
り

憎

く-^り
-*w

す
。J(

r

經
濟 

?
學
原
理
流
通
.篇』

：.上
改
造
撤
版
-
-經
濟
學
：全
巢
第
三.卷
|

1
;::

「

る
も
の
で
^
り
ま
^

原
表
^
紙
て
粗
要
領
を
免
得
し
れ
歡
に
は
ブ
-
略
表
パ
本
稿
の
範
式
ド
は
參
考
に
は
な
り
ま
ず
が
ン
原
表
を
知
ら 

ャ
し
て
略
表
：

(

本
箱
の
.範i

p
:

計

り

：を

見

私

の

.
で

」

は

何

が

何

や

ら

分

ら

な

.い 

ン
要
'-^
,
减

匕

^

通

^

、
，
，
略

表

_ 

X

本
稿
の
職
戎)

：：
線

吻

引

き

，方

.が

間

違

0'
.で
.
居

る

.
と
'.は

申

さ

れ

1ま

せ

ん

^
 

.

マ
ル
ク
ス
は
そ
れ
女
修JE
-も
f

)

せ
中
に
共
の
儘
に
.取
齔
つ
て
鹿
ド
先
す
。
：

.從
0
で
：
マ
；
ル.グ
.
，
ス
；
の

論

述

其

0

も
の
ビ
見
て
.も
.一
向
要
領
. 

.を
得
る
こ
と
亦
出
：來
な
い.め
ザ
あ
b
.ま
す」

(

词
書
ー
0

-0
舊

，
：
と

し

.

P
、

マ
ル
..ク
ズ
の
解
說
に
不
滿
を
表
明
し
バ
ゥ
エ

ル
の
修
拒
を
是 

I

認
し
'
其̂
の
^
次
刀
り
易
く
ぁ
'̂
ま
す
か
次(

同
書
ヨ
一
ー
ー

8-
.と
で
バ
ゥ
-
ル
の
略
於
{:
ょ
り
て
輕
濟
^
^
^

义
舞
出
長
瓦
郞
敎
授
は.
'

「

經
濟
表
範
忒
に
.は
疑
問
ぁ
り
、
辇
者
は
年
來
此
齡
す
に
ょ
り
其
；示
^'
ん
^
す
.る
富
の
流
通
を
釋
が
ん
と
し 

て
艰
さ
ず
、
よ
つ
，て.

1

層
简
明
に
書
き
改
め
た
る
も
の
と
し
て*
ス
ニ
ア
フ
ア
ン*'バ
ウ
ヱ
ル
の
揭
ぐ
る
別
表

(

本
稿
の「

マ
ウ
土
シ
•の

1

J)

を

ば

错

し

で

あ

ち」
(

同
敎
授
.

『

フ

ラ

ン

谷
•
ヶ

ヤ

と

經

濟

學

』

昭
和
四
^
-
、

€
；

崎

敎

授

霞

襞

記

念

霞

『

經
濟
學
研
究』

經
M
篇 
ー，ニ
七
貨)

.と
せ
ら
れ
、
其『

經
濟
ぎ
^
慨
要』

'
:上
^

に

％

バ

ゥ
:^
ル

の

ー
書
七
丑
癒
ー
編
エ
_

_
濟
表
範
式
_

述
妨 

こ
れ 

一
を
書
f

.へ
ず
ゐ
き(

_

を

附

せ

繁

、

-、七
八
*过
、
进
3
註
4
參
照)
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-
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昭
和
一
十,

I

■

刊
行
呑
れ
丸
關
未
代m-
'1
f
-
_
:
F
翁

遍

想

.と 

げ
た
る
上
部
は
ヶ
丨
ネ
丨
の
作
つ•?
:

_
 (

本
稿6

观
式)

.
で
-
る̂
が
、
多
少
込
み
ぃ
つ
て
ゐ'で
了
解
：し
苦
ぃ
の
1
、
下
部
に
示
し
た 

ス
テ
‘フ
ア
ン
•
バ
ゥ
エ
ル
敎
艰
の
使
用
し
た
る
修
茁
赛
に
從'つ
て
氣
明
し
ょ
ぅ
と
思
ふ

」
(

同
書
多
.一
四
賓
.

)
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ら
れ
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.•'.*•: , 

• 

i 

• 
. 

• 

- 

- 

、. .

•
.

.

-

•  

, 

• 
■
 

. 

r 

-
-
V- 

\  

-

%
-
 

•

-

.

.

-

 

-

-

而
し
て
山
罝
太
*器
士
は
範
式
の
機
_
の
儘
、
共
解
說
を
試
み
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
範
式
に
.て
■
.
階
級
の
消
费
す
る
も
の 

と
せ
るI

IV,

惊(

フ
ラ
ン)

の
、農
龍
物
を
純
收
入--
-
-
*
/
不

億

9

ラ
ン)

一
と
改
め
て
、
地
主
階' «
め
所
得
と
1
も
，べ
き
も
の
と
せ
^
れ
セ
，

.

.f
l
jも
こ
の
表
を
以
つ
て
し
て
も
、-純

收

獲

が

貨

幣

裏

換

意
1
歡

は

、.遂
に
表
示
し
^
な
ぃ

と
や
ふ
不
滿
を
^
ら
廣
明
せ
ら
れ

杧
の
で
あ
つ
た
。(『

經
濟
表
の
硏
！

丨『

火
阪
商
科
大
學
經
、濟
硏
究
年
報

』

第
四
號
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〇
七
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參
照
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中

忠
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跑

蒙

滅

濟
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昭
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年
一1

ル
發
S

に
經
濟
表
中
の
观
環
論
を
蕾U

V職
式
を
ぃ
さ
、I

 

ン
め
た
誕
圖
を
‘揭
げ
て
居
り(

同
書-I

ハ

費)

そ
れ
拉
そ
の
儘
、
戶
田
武
霞
氏
の

『

財
政』

(

昭
和
十
A
年

晉

發
va)

*0
中
に
利
用
，
 

さ
れ
H

f
が
■

(

同
書
六
四
S

そ
のM

は
生
產
階
級
の
年
投
資
が
不
生
產
階
級
に
支
出
さ
る
さ
と
を
明
ら
か
に
せ
す
、
又

I

流 

:

通
に
は
三
.十
億
フ
ラ
ン
の
貨
幣
を
要
す
る
點
に
於
て
又
吾
々
を
滿
炬
せ
し
.む
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る' 

- 

1

0

1
::經
既
表
の
ぎ
略
化
と
其
職
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戌
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鐵
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■

識
謙
遞
邊
薦
繁
.蕾

鎌

象

_

«

澈

靈

を

解

明

せ

ん

と

し

1:
萁
基
本
圖
式
を
描
け
'る 

'v
.:v
_ 薩

;0
通

;:
#
圖
1

"爾

■

也

取

.^
_

:■
:
«馨
に
於
^
'邏
濟
循
環
^

^

:^
ー
；讓

；：
;-
^
化

冗
^
吻

赖

震

韻

鑛

ル

ぶ
&
賓
^̂ 

範
式
の
機
樺
の 

■ 

t
に
て
三
階
級
肋
の
流.通
を
說
明
せ
ら
ん
、
の
で
ぁ
る
が

「

こ
れ
ら
の
生
產
物
の
流
通
を
媒
介
す
る̂
;幣
.は
經
濟
ぎ
の
出
發
點
に
於 

い
て
、
い
'か
.に
三
階
級
に
配
分
さ
れ.て
ゐ
名
か
。
ま
づ
生
產
的
階
級
の'手
許
に
は
、
前
^
1&
の
年
前
挪
.0'
间
收
.分
&

1
て
2
.
<ニ
十
億〕

ー:.
:
0
:
貨
幣
が
_

: 1
_

^

1
、̂
:±
.雜
观
赁
者
^
達
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十
s
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*
さ
ら
に
不
坐
產
階
級
の
手̂

に
ば
、
k

¥
度
，の
前
桃
囘
收
分
と
し
て

1
_
' 

(

十
倍)

©'
.貨
'幣
が
存
抱
す
る
0
こ
.れ
ら
め
貨
：
 

®
が
今
尔
垅
の
张
產
物
流
通
の
媒
介
平
殺̂
し
て
"
.吋
び
其
機
能
を
開
始
す
る
の
で
ぁ
る

」
(

同
*;
1
八
頁
>と
^

ぎ
く
經
濟
： 

表
の
範
成
の
流
通
を
貨
幣
五
十
億

(
フ
ラ
\ン
 >

 
を
以
っ
て
說
明
す
シ
は
後
に
詳
述
す
る
如
く
、
ヶ
ネ
土
'が
地
中
；階
級
.の
：ぎ
得
額
に
等
し

々
ctt
w

s
一
十
億.(

フ
ー
ワ
ン)

、を
以
つ
て
十
分
な
り
と
す
る
に
一
致
せ
ざ
る
が
故
に
、
晋
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の
承
認
し
得
ざ
る
處

>で
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經
濟
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'
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令
ポ
セ
す
洚

『

«
聰
表
の
分
析
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の
：沐
分
赛
氣
货
化
妒
务

'»
麗
表
式1
笠

邊
»;
#
^

はT

經
濟
表
の̂

犯1
'

の

要

約

ぶ:*
式化せ：
备解！

戎丨譯

：
ゥ丰灰

る
挪
說
表
式
|
に
、摅
る
か
、
從
來
そ
の
い
づ'れ
か
に
據
り
て
解
釋
せ
ら
れ
た
る̂
の
と
#
ひ
得
ら
：る*
1
の

で

が

る
,°
.
從

っ

て

範

式

が

表
 

明
寸
る
三
隙
級
の.流
通
過
程
は
、
本
質
的
に
は
こ
れ
等
の
機
鞲
を
興
に
す
る
表
武
に
ょ
り
て
說
明
し
衝
た
上
す
な
も
-
範

式

の

«

權 

そ
の
も
‘の
に
就
て
は
、
嚴
格
に
言
べ
ば'解
說
せ
ら
る
、
こ
と
が
な
か
つ
た
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
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故
に
本
稿
に
於
て
は
、
ケ
ネ
ェ

»

碧

^

^

^

醫

賽
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經
濟
表
の
分
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說
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說
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檢
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ボ•ォ
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本
稿
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四
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之
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記
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り
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^
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圖
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補
足
せ
ら
れ
，.た
る
略
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濟
表
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分
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先
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階
觀
間
の
關
係
を
明
瞭
に
追
及
計
篇
す.る
に
は
、
パ
何
か
或.る
^
^

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

單
な
る
抽
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い
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實
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計
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す
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と
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#
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か
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で
あ
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ァ
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自
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の
結
來
い
づ
れ
も
良
倒
-
、
例
へ
ば
小
麥
一
セ
チ

H

十
八
リ
ー
ヴ
ル
の
如
く
に
維
持
せ
ら
れ
、
吏
に
又
農
業
經
營

.
者
は
、11
接
ん
も，_ 

間
接
に
も-

何
等
課
税
せ
ら
る
、
こ
と
な

.
しi
租
税
が
金
く
土
地
ょ
り
の
收
入
、
即
ち
地
主
階
級

.
の
I所
得
の.
ぅ
へ
に©
み
直
接
課
せ
ら
る
，

' 
ノ
、
と
い
ふ
二
つ
の
不
可
缺
の
條
件
の
下
に
、
そ
の
農
産
物
の
總
额
が
五
十
億
フ
ラ
ン
と
な
り
、
從
つ
-て
其

¥:
:
支
出
と
し
て
0'
'牟
投
.資
ニ 

十
億
フ
ラ
ン
と
投
资
の
利
子
十
億
フ
ラ
ン
の
合
計
三
十
傯
フ
ラ
ン
を
冏
收
し
て
も
、
尙
苹
投
資
額
の

+

割
.の

ニ

十

億.フ
ラ
ン
.の
純
收
益 

么
生
中
る
如
き
怫
砌
西
の
農
業
が
最
高
服
度
に
發
速
せ
る
狀
態
で
あ
る
。
斯
く
て
各

|^
級
の
支
出
の
基
本
と
な
る
地
主
階
級
の
.阶
得
總

.

.額
は
ニ
十
億v

フ
ン
と
な
る
の
で
あ
る
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經
濟
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は
、
こ
の
地
主
.階
級
の
所
得
と
二
れ
を
齎
ら
す
ベ
き
純
收
獲
を
坐
す
る
に
耍
し
た
纰
產
階
級
の
年
投
資
と
を 

:

點
線
に
T.
.
,ぶ
^
故
^
*
.
^
產
隙
紙
の
«
業
經
營
#
が
-地
'^
階
級
に
其
所
得
と
堪
る
べ̂
貨

幣

を

爵

す

泠

第I

過
：程

と

し

た
o 
-M: 

し
て
肫
式
の
解
說
を
試
み
仁
る
妒
ォ
ド
ォ
の
解
說
表
式
に
在
~り
て
も
*
il
l
i
-
主
階
級
の
所
得
が
生
糜
階
級
ょ
り
納
付
さ
れ
る
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初
め
に
於
て
生
產
階
級
が
ー
一
十
億
フ
テ
ン
の
貨
幣
を
^
す
る
も
の
と
解
す
る
も
のh
あ
る
が
、
兎
に
灼
そ
れ
は 

小
作
料
其
他
と
し
て
先
づ
地
主
階
級
に
納
付
せ
ら
る
、
の
で
办
各
。
然
し
々
が
ら
範
式
に
て
は
こ
の
過

.程
を
表
汞
し
て
居
な
い
が.故
に
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本
'稿
に
花
礼
て
は
地
中
：附
級
が
所
得
と
し
て
の
一
一
十
億
フ
ラ
ン
の
貨
幣
を
旣
に
生
席
階
級
ょ

b

.a
付
々
ら
れ
て
•所
有
し
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し
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。
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億
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正
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郞
博
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農
趦
物
と
解
す
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濟
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W
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し
得
る
根
本
的
不
可.缺
の
條
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で
あ■づ
て
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而
も
こ
の
肿
得
の
半
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を
不
坐
糜
階
級
に
支
出
し
得
る
の
は
範
式
が
骱
提
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:
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ず
る
；ず

農
業
が
：礙
高
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度
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取
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办
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宜
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|
塵
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窗
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她
潘
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败
入
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加
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ざ
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き
ー
阈
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狀
態
に
於
て
の
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許
さ
る
ベ
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つ
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•
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於
け
る
不
生
康
階
級
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支
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は
、
各
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並
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國
家
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繁
榮
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害
な
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藉
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出
で
あ
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す
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製
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ら
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。
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過
•程
の
結
艰
、
こ
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農
産
物
と
製
作
品
と
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货
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遛
き
轉
へ
ら
れ
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方
地
主
偕
級
は
所
得
と
し
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幣

一
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フ
ラ■ン
を
生
活
資
料
と
し
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營
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不
生
產
階
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は
其
製
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と
も
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地
主
附
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ょ
り
受
領
せ
る
貨
幣
十
億
フ
ラ
ン
を
こ
の
揩
級
を
構
成
す
る
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の
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す
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十
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ぶ
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ら
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に
又
範
式
に
布
り
て
は
、
階
級
間
の

I

ヶ
/^
間
の
貨
幣
の
授
受
を«
括
的
に
ま
尕
す
る
が
故
に
、
不
生
產
陪
終
が
银
活
の
だ
め
み 

農
產
.
購
人
の
た
め
に
坐
產
階
級
に
亥
出
す
る
貨
幣
は0地
主
階
級
よ
り
受
理
す
る
製
作
品0
代
金
を
之
に
兖
つ
る
も
の
と
す
る
も
、

,

經
^
表
拟
表
が
略
表(

、
、
、
ラ

ボ

ォ

の

略

表

)

に
總
括
せ
ら
れ
し
過
程
を
宥
察
す
れ
ぼ
、
不
生
糜
階
級
よ
り
生
產
階
級
へ
贫

/h
せ
る
貨
撕 

額
は
誠
^
級
が
地
中
：並
に
坐
產
刚
階
級
に
赞
却
せ
る
製
作
品
の
代
概
-
し̂
て
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け
取
る
«
胳
額
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ー
半
で
ぁ
る
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第
三
過
程
と
其
結
艰

。- 

-

:

'•
-

:

;

:

ぐ 

'

•
.
.斯
く
、
し
て
生
產
版
敗
は
所
有
し
て
ゐ
た
前
年
度
の

.純
收
獲
と
し
て
の
農
產
物
ニ
ゼ
億
フ
ラ̂
を
地
生
階
贬
に
十
慮
フ
ラ

‘V
、
..

不
生
'產 

ぐ
ぐ
.階
級
！̂
十
億
プ
:^
ン
»
却

.1
>
て

貨

幣
~:
十

億

？

ス
シ.'を
受
妙
慨-5
>
>と
>
か
ク
^

“幣
資
本
へ
の
形
擒
變
換
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
ぁ
る
。
'故
に
經
濟
表
原
表
並
に
略
表

(

ミ
ラ
ボ
ォ
.の
略
表)

：に
在
り
.て

は

生

產

階

級

、
の

農

.

V

業
經
營
苕
は
.
.
他
の
一
.

酸
級
ょ
り
農
產
物
賣
却
代
金
と
し
て
受
け
取
る.貨
幣
.
を

前

年

.鹿

の

#

投
資
の
囘
收
と
：じ
"
：
再
び
之
を
本

¥

度
の
¥
•

.
投
資
と
し
て
農
業
に
投
資
す
る
も
の
と
.す：0
ヶ
ネ
.エ
が
經
濟
表
第
.ニ
版
の
.
.
.
_.

『

.經
濟
表
の
說
观』

.
‘に
.記
^
す
^
を
B
用
す
..れ■は
.
iL
、ョ
1
 

V 

汲S:'「

所
#
の
.：护
經
濟
表
.の
秧
序
'に
於
て
.生
_
的
^

;
に
移
つ
.
て
行<>
た」

一
音
y.
V-
ヴ
：ル
は
其
處’へ.貨
幣
で
投
賓
を
齎
ら
し
.、
そ
れ
が 

"地
主
の
：所
得
の
.#-
生
產
の
；.羅
を
成
す
所
の
純
收
：權
三
百̂

0
ヴ
ル
.叔
#
生
產
；す

今 

歸
來
す
る
<5
>
>
:
临
の
分
配
殘
餘
に
ょ
り
て
、.年
々
种
產
さ
れ
る
し’
^

-1
€
§
0'
£
|
^
^

濟
菱J 
一
0
頁
丨
勝
點
は
筆
奢)

f

し
1

X
一：'ヶ
举
間
0
過

程

を
.«
括
し〗

て
、
.生
康
赠
級
の
年「

投
資
六
.耳
リ
1
ヴ
.ル
ば
此
.0(

生
産)

遛
級
.が
地
虫
と
不
生
龜
階
鞔
ど
に
對
レ
て̂
ふ
.賣
却
之
に
ょ
：：

0
艾
貨
«
奄
以
つ
ナ
こ 

;
-o :
E
O
C
&
B:
i
q
d
e
:
p
y 

F
'

 Q
u
e
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'

#
默

は

筆#:)
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'
'
i
做

す 

0

:

冗
級
る
に『
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-
'濟
表

0

务
抓

-

に
_
り
て
化
’
* >

 ̂4 S  

“ 0
1

 ̂P,  

30.
:

耑
波
文
茆『

經

濟

表

』

：
四

：
七
s

-:
t-:
記

す
る
も
‘
、
そ

れ

が

流

通

.
過
程
に
於.
で.
#
何
に
囘
'收さ
れ
;'
''
如

何

に'  

丈
出
さ
る
\
紅
何
等
說
明
す
る
處
が
な
く 
•

遨
ち
に
*
產
物
の
實
却
代
金
.

「

三
十
櫞

(

フ.
ラ
ン)

：の
^
ち|:f

十

課(

フ
ラ
シ)

:^
本
苹. 

の
收
•入

と

しち
地
生
へ
支
拂
は
ね
ば
な
ら
ぬ

」
(

吋hysio
cratiev  I.  p.  5

0 .:  O
EU

Vres,  p
.
-310  :

語
波
文
'-
0
1

『

經
濟
隶』

四
八
頁) .. 

も
の.
と
す
。‘
故

にf

經
濟
表
の
、
分
析』

の
說
明
は"
坐
跑
赠
級
の
年
投
資
に
棚
す
石
踉
り
、
少
ぐ
も不
充
分
でぁ
る
と
言
は
ざ
る
を.
得 

な
い
。
從
つて
こ
の
本
文
の
說
明
を
表
式
化
，
せ
る
解
說
表
式丨
三
邊•
增
井
へ
久
保
田
三
博
士
の
一
：小
さ
れ
し
龄
式
I
に
於
て
、
生
鹿
階 

_
級
の
/,-

ょ
り
柯
れ
へ
も
點
線
が
引
か
れ
る
こ
と
な
く
、
費
却
代
金
が
直
接
次
苹
度
に
於
ィ
て
支
出
さ
れ
る
地
主
龄
級
の
所
得
と
な
る 

-
も
.の
と
表i

不
さ
る
、
、叙^
7̂
な
つ
?:
も
の.
で
.あ
る:0.
',..,,
ぐ.：
 

：，
•，
..：•

..

,•

•

-
輕
濟
表
の
像
化
と
蔻
式
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• 
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， 

‘
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四
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九
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經
濟
表
の
竹
略
化4
其
猫
式
、
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四
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五
九
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い
：

奪
は̂

^
领
顧
表
#
解
識
龙
^

は

隹

菌

遞

營

観

疆_

请
•母
满
咐
镇
ム_
乘
贫
，
免
如
貨
靡
ま
源
び
本
郎
配
必

^
，

土
し
!:
、
.
^
^
^

 ̂

.

.
農
^

•

他̂
0
賓
作
如
そ
購
人
し
、
他
のj

半
を
生
席
^
級
内
必
農
業
勞
侧
卷
に
賃
銀
と
し
て
支
拂
ふ
こ
と
乂
し
た
-o(『

三

田

學

俞

雜
■
:
'
 

•，誠』

第
三
十
八
卷
三
•
四
合
併
號
九
九
丨
一
〇
四
貝
參
服

)

• 

. 

.

.

へ

.■-
'
;
:

::
1

り
龙
餐_

§

_

表| -
^

 

\

 

. . 
:

_

.泣
—

本
の
：走
識
ー
：.

-*
表
_
赉式
诂在

:^
•
■
生康
摊隈
級間
相茗
办玻
減时
支队
处過
程ト
猜せ

l

^

mは
、
-

, 

.恰
も
生
適
階
級
は
地
中
：階
級
の
み
ょ
ヶ
受
収
る
農
產
物
の
代
金
金
歡
を
不
生
產
附
級
に
、支
出
す
る
が
如
き
覜
を
呈
す
る
結
染
と
な
り

、

,'
: 
.

, 

い
づ
れ
名
邮
投
資
の
夹
出
た
る
こ
ど
を
表
观
し
得
な
か
つ
た
。
、
故

に

f

經
濟
表
の
分
析』

0
'耍
約
に
揷
入
せ
る
範
式
に
於
で.ば
來
產
階
1

V
.

,
“ 

'»
の
^
|
*
^
资
二
十
億
フ
ラ
ン
の1
半
が
製
^.
品
腮
入
の
た
め
に*
不
生
產
附
級
に
支
出
さ
る
、
こ
と
を
觀
線
に
て
明
衆
し
た
の
で
あ

:

■
 
■
■
■ 
.
 

/ 

■_• 

• 

■ 

. 

• 

I 

<
. 

. 

. 

. 

' 

• 

- 

I 

• 

.

. 

• 

#
.!■
一
.
.
.
.
.
：

.

. 

.:'

.'•

.''.
 

V.
 

;

:v. 

:

.期
く(

の
：
如

だ

地
-
 ̂

ン
^
''
\
賣
却
せ
'る
坐
產
_
級
は
.凡
比
余
と
し
，
.，

■'
.
'

ノて受領するニ十億フネ

.ン
0
貨
幣
を
前
年
度
の
年
投
資.の
囘
散
と
す
る
も
の
で̂

る
か
ら
、
本
稿
の
解
說
表
式
に
在
り
て
，は

、
' こ
れ
.
'

■令
範
式
の
上
部
に
揭
示
す
な
共
哔
投
資
の
位
置
に
移
動
し
、

•
そ
れ
•か
利
び
本
苹
®
の
邮
投
資
と
な
り
、
そ
の
一
半
十
億フラ
ン
が

製

作
:

M
iの
職
入
の
た
め
に
、
不
在
產
階
級
に
支
出
さ
る
、
も
の
と
矢
標
を
以
つ
て
附
記
す
る
こ
と

X
し
た
。

, 

. 

:
; 

こ
の
結
报
'
坐
產
階
級
0-
農
業
經
營
者
は
其
邮
投
資
と
し
て? (
一
十
億
フ
ラ
ン
：

3

货
辦
の
.一
半
を
不
生
席£
級
に
变
出
し
て
十
億
フ',
-
' 

.

:,
'

:

.
ラ
シ
の
_
作
品
々
得
>;
>
之
^
双
タ
て
鴒
_

他
：の

製

作

品

の

修

復

に

使

痛

:1
,';
:
'他

の
V
#.
を
其
雇
傭
す
名
業
勞
働
教
の
賃
銀
の.仁
め
，
,'
' 

〕

r 

:

，に
坐
鹿
附
級
内
に
支
拂
ひ
て
其
熒
働
カ
を
獲
得
し
得
る
も
の
と
す
る
。
斯
く
て
ー
カ
，
不
坐
糜
階
級
は
前
部
度
の
製
作
ロ

|
十
億
フ
ラ
ン
.
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.
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を
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に
變
換
し
た
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で
あ
る
。
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：：：
.
範
武
'0
第
四
過
顧
也
其
結*V

'::
-

.

.

.

.(

：先
^:
:

■:
:_

悲
階
敞
じ+_

ロ
灰
の
製
作
ロ
叫
を
寶
斯
^
 

Mに
又
生
產
階
級
に
.
前
#
度
の
製
想
叫
十
億
ク
ラ
ン
. 

を
費
沿
す
る
こ
と
に
ょ
灯
て
爯
び
十
億
フ
ラ
ン
の
貨
幣
を
受
領
し
た

。
' 斯
く
T
不
虫
產
階
級̂.
こ
の
貨
幣
十
億
フ
ラ
ン
を
前
略
度
に
支 

M
せ.
る
^
役
資
十
億
フ
ラ
ン
.
の
囘
收
と
し
、-W-
び
之
を
木
年
度
の
ギ
投
资
と
し
て
留
保
す
る
も
の
と

‘す
る
。
然
し
な
が
ら
經
濟
表
原
表
. 

の
漸
減
的
過
程
が
略
表

(

ミ
ラ
ボ
ォ
の
略
表

)

に一、

括
t
ら
れ
し
過'程
を
脔
察
す
れ
ば
、
不
生
產
階
軟
に
年
投
資
と
し

1
保
有
せ
ら
.る 

丨

論

階

級

於

地

电

並̂-
生
產
歡^̂
に

蕾

せ

各

製

作

品0-
化
俱
と^
て
受
け
取
憲
幣
爾
の
へ

I.

半
で
，

::
°

. 

• '

•坐
鹿
^
級
と
不
坐
產B5
級
と
•を
別
々
に̂

察
す
れ
ば
、̂
式
に
在
力
て
も
斯
く
解
氣
し
得
る
が
、
各
階
級
の
一
ヶ
铝
识
の
貨
幣
の
授 

受
を
總
括
し
て
表
示
し'
而
も
之
を
循
環
的
に
說
明
せ
ん
上
す
れ
ば
、
前
記
の
如
く
不
坐

®

僧
級
は
生
產
階
級
ょ
り
受
砂
取る
製
作
沿 

の
代
金
を
全
額晰
卬
度
to
年
投
資
の
囘
收
と
し
、
觅
に
码
ぴ
本
苹
度
の
年
投
资
と
し
て
支
出

1す
べ
く
保
有
す
る
も
の
と
す
る
。

:'
而
し
て 

-經
濟
表
の
原
表
及
び
略
表

(

ミ
ラ
ボ
ォ
の
略
表

)

k

T
は
、不
生
轰
隙
級
め
邮
投
資
が
期
く
貨
幣
の
形
態
に
て
保
有
せ

ら
る
、
狀
態
に
て

益
通
過
程
の
表
示
を
中
此
し
て
|ゐ
る
の
で
ぁ
る
。.

.

然
し
な
が
ら『

農
業
！
：1擧』

の
各
階
級
諸
史
In
の
戡
本
的
秩
序
を
示
め
す
略
表
の
附
記

(
™
1
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O
P
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 r
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-
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l
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-
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I, p. 
p

 

p. 

3
2
7
)

に
記
述
せ
ら
る
、
如
く
 

T

a濟
表
の
分
析』

せ
在
り
て
も
、
こ
奶
不
生
糜
階
級
の
苹
役
資
は
製
作
品
の
原
剌 

*
と
す
る
農
產
.物
を
.購
人
.す
，る
仁
め
.に
生
雍
險
級
に
支
出
せ
ら
る
、
も
の
で
ぁ
る0
こ
の
一
過
程
を
加
へ
る
こ
と
に
ょ
り.て
、
經
濟
表
は 

■:
'
:
:
;
1

塞
紙
出
の
_

a

s黎
全
部
ゼ
乾
炎
し
乱
る-〕•

と
、
な
り
、
又
斯
く
て
坐
^
!
^
級
は
地
生
階
級
に
本
部
度
に
於
て
納
付
オ
ベ
き
货
幣

、

鸫
濟
表
の
竹
略
化-V

其

猫

式

、
：

• 

-

,

四
七
.

(

五
九
三
し
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て

，經
濟
表
の
街
赂
化
と
其
肫
式'.
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,

(

五
九
四〕

パ
額
を
所
宿.し
得
、
又
不
坐
產
階
級
は
發
华
度
に
於
て
本
苹
度
と
^
様
に
他
^

一
階
級
に
賢
却
す
べ
き
製
作
品
を
製
作
し
得
る
こ
と
\
な 

響
の
で
あ
る
。
故
1:
^

|
に
背
で
は
こ
の
過
程
を
經
濟
表
原
表
に
加.へ
て「

補
足
せ
ら
れ
た
る
原
表
し

(

本
稿
第
三
ti
l〕

を
得
、
又「

ミ 

；

ラ
ボ
才
の
略
表」

'に
附
加
レ
て
、：
パ.ウ
エ
ル
が『

經
濟
表
の
分
析1

の
要
約
を
表
式
化
し
て
得
太
所
謂

「

バ
ウ
エ
ル
の
略
表j

と同
}: 

機
鞲
を
啊
す
る『
補
延
甘
ら
れ
た
る
略
表

」
(

木
稿
第
五
圖)

を
得
た
の
で
あ
る
。

:

次

に『

經
濟
表
の
分
析

』
の
說
明
に
在
り
て
も
、
範
式
，に
於
て
も
生
產
惜
級

.の
場
合
は
年
投

^
.
A
y
a
n
c
e

 a
n
g
e
l
l
e

と
す
る
も
、
：、木 

坐
產
階
級
に
在
幻
て
は
單
に
諸
投
資
>
1

0̂

と
記
す
。
從
つ
て
經
濟
表
：の
驗
_
©:
-
つ
.
.：と
”し
て
.「

坐
產
的
の
者
に
於
て
：固
觉
資
本 

Avances pri&tives.

は

流

動

資

本Ay
k
n

-Oes 

annuelles”

の
五
倍
0
額
ど
前
提
ざ.れ
で
，ゐ
る
。
へ
不
生
產
的
な
.者
に
於
て
ば
、
.
こ
の
頌

•-
一ち
'
:
|
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. 

.. 

* 

•.,. 

. 

-

•

.
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•
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'

目
は
少
し
も
言
及
さ
れ
み
い
。
而̂
無

論

、
：
そ
：
れ

は

存

祚

し

て

ゐ

る

こ

と

を

妨

げ

な

，い

の

で

あ

る

J.

ど
指
摘
せ
ら
れ
ね
が
、
こ
れ
は
經 

濟
表
諸
表
ょ
り
蔣
祭
し
て
不
坐
產
階
級®:
:
年
投
資
で
お
る
，
'

と

は
明
か
で
あ
る
.o'『

農

業

歡

學

』

.の
略
表
に
在
り
て
は
生
產
階
級
の
ハ
ヰ
投 

资
r

m
に
諸
投
資
と
記
載
ぶ
ら.る
:>
の
で
：ぁ

る

。

.-
*

. 

.

■
■:
*.
-
'

:'
:
'而
ふ
、'.
-
'當
時
尙
見
各
を
得
な
：か0 .
.義
濟
表
第
ー.：寂

の
-1
經
濟
乾
の
說
明

』

>
に
'
,ヶ
.ネ
^

國
家
の
.富
を
計
算
す
る.
G
當
1
で
、 

不
ぎ
產
階
級
の
赏1
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さ
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磨
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ら
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れ
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踏
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總
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內
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滩
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れ
る

」

も
の
で
あ
い
づ
流
通
は
そ
れ
が
た
ぐ
各
ぞ
れ
-
^
^
の
階
級
圈
の
内 

部
に
於
て
行
は
る
、
の
み
で
階
級
相
互
間
に
行
は
れ
な
い
限
り
經
濟
表
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
ゐ
る

」

の
で
あ
る
と
說
ぐ
も
の
も
あ
'る
も 

:

ッ

w
學J 

4の
.：

「

w
HB
-
'
j
:
、に
：旣
に
生
霞
階̂

^
.
.
ご
^
リ
ー
.ヴ
’ル
0'
て
鹿
り
,
;«
り
て
本
稿
,€
>
--
1«
足 

せ
.ら
れ
た
る
略
表
し
に
は
之
を
記
入
し
た
の
で
あ
る
。
而
も
，又
、
こ
の
坐
產
階
級
內
の

■過
程
を
考
察
し
な
け
れ
ば
範
式
に
記
職
せ
•ら
る 

)

^
坐
酿
階
赞
_
^
^
^
'
の
旬
.收

と

し

て
"'
.睐

有
#
:ら
る
\
農
藤
物
ー

」
十
修
フ：

-

^

.

 

十
低
フ
ラ
ン
が
如
何
に
し
て
農
業
經
營
客
に
よ
り
て
納
は
せ
ら
る
、
か
を
明
か
に
す
る
を
得
な
い
。
坐
產
階
級
の
農
業
經
營
教
は
、
、旣 

述
の
如
く
.前
平
度
の
純
收
嵇
と
し
て
の
農
能-物
一一

十
億
フ
ー
ブ.ン
を
池
由
及
び
不
坐
產
兩
階
級
に
寶
却'し
て
得
た
貨
m
一「

十
億
フ
ラ
ン
の 

‘ー
半
を
興
屈
傭
す
る
勞
呦
漭
じ
貸
銀
と
し
で
支
拂
ふ
も
の
と
し
仁
が
、
農
業
资
働
漭
は
こ
の
賃
銀
收
入
を
以
つ
て
、
農
業
經
锊
者
が
年

•投
資
の
囘
收
と
し
て
所
有
す
る
前
年
度
の
農
產
物
二
十
憶
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收
せ
レ
れ
た
る
が
故
に
、
こ
の
重
壓
は'1
1
に

、

1層
彼

等

に

耐

へ

難

き

名
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の

と

な

つ

た
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て
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齡
西
國
民
0
^;
挪
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は
シ
、ャ
：ト̂
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.0
^
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-
;名

_

腾
の
|
1.
级
：ク
で
す
れ
ば
：；

.

「

举
の
如̂

*^
を
食
み
、
：
：蠅
の
如
く
飢
在

」

. 

ベHi
g
g
s
'

s
H
h
e
'
.
p
b
y
s

-g
r
&
t
^
v
p
.

«o)

'皮
生

活

は

、
v
-フ
ボォ
候
の
比喻

■を
借
り
れ
ば
、
.
、徵
税
請

負

人

と

.
い
ふ

猛

齊
.0
前

に

.
戰

々

好

々

れ

s

p

n

H

P
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雪

 

I

l

f

分
は
微
收
毀
に
奪
ぬ
れ
て
所
期
の
效
艰
を
擧
げ
得
な
か
：つ
た
。
數
次
の
外
耻
に
婴
也
る
哲
額
の
職
費
と
王
の
濫
費
上
を
蘧
虜
し
づ

〜

ー：
 

し
ヽ

'
三tL

コ

ル V,

ェ
ル

/;
'死
せ
-る後
ポ

ン

シ

ャ

ル

—
ラ

ン、

p
s
t̂J
J
a
r
t
r
a
i
n

々
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、

/
'v
T
;v
c
a
m
i
u
a
-
^
^
-
T
^

が
共
任
に
當
る
も
支
出
は
增
加
の
一
途
を
他
り
凡
ゆ
る
窮
纸
•か
採
用
せ
ら
れ
た
る
に
も
枸
ら
す
、、
國

§

の
收
入
は
支
池
の
四
分
ノ
ー
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‘
浥
ら
_
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犯

風

見

欧

嗟

の

啦
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へ

：き

^
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眯

政

は

；全.',
<
,铍
產
猶
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^

•フ
.Philippe 

L
o
r
l
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n

sは
財
政
的
鍊
金
術
師
ロ
ゥJ

f
hH
l

.
を
登
傭
し
て
、.
.紙
'-
^
;0
發
行
を
：1
や
て
5
の
財
政
的
窮
廣
を
利
し 

切
ら
ん
と
レ
た
。
然
る
に
其
蕺
策
の
悲
慘
な
る
結
果
は
多
印
の
努
力
に
よ

b
て
建
徵
せ
^'
れ
'
.た

な

佛

蘭

西

，
の

#
侈

品

«

避
エ

，
て

复

へ

^

^

し

七

潰

亂

し

去

ヶ

疗
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が̂
て
撕
石
往
嵐
裡
に
：土
地

^

^
の
：み
は
觸
々
其
價
値
か
維
持
し
、
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毛
其
一.部
は
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建
的
所
有
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背
よ
り
新
興
資
木
階
級
、の
手
に
移
り
て
維
つ
て
改
麟
せ
ら
れ
つ
、
あ
つ
，セ
。
斯
く
ヤ
國
家
が
新
た
に
、
；よ
り
：健
實
な
る
茶
礎
の
上
に

-i
l
l
 

迚
せ
ら
れ
な
け
れ
；は
な
ら
ぬ
時
、
人
々
の
胸
に

1
1

れ
る
は
農
耕
の
黄
金
時
代
と
し
て
記
憶
せ
ら
る
、
ブ
ル
ボ
ン
一
土
朝
の
祖
ア
ン
•リ
四
世

の
治
世
で
あ
り
"
共
串
相
ス
ユ
リ

I

公
の「

櫳
圆
と
收
場
と
は
瞰
絮
の
乳
房
な
り

」

と
の
歲
言
で
あ
つ̂

。
こ
、
に
於
て.、
當
時
、
怫

.
 

蘭
西
の
經
濟
的1'〖

大
禍
根
.で
あ
つ
た
地
方「

農
村
0.
疲
弊」

と
中
央「

脉
政
の
通
迫
し
士
は
相
關
聯
す
る.も
'の
土
な
っ
た
。
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ヴ
オ
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テ
エ
ル

Francols Marie 

A

n
 

de V
o
l
t
a
i
r
e

は
得
意
の
.皮
肉
を
以
つ
.て
、'
詩
歌
，ノ
演
劇
*:
小
說
'に
又
道
：德
論
に
艰
又 

神
學
論
に
飽
さ
た
る
怫
爾
西
人
は
今
や
パ
、イ
に
就
て
論
議
す
る
こ
と
\
な
つ
た
.と
逆
べ
て
.か
る
.が
、
_挪
に
從
ぎ
の
急
迫
せ
る
經
濟
的
衡. 

、
局
桢
凡
ゆ
る
識
卷
の
汴
意
を
吸
則
し
っ
乂
あ
っ
た
ヵ
撕
く
て
ヶ
ネ
エ
は

「

凡
.べ
て
0
.科
學
の
中
暴
も
興.味
あ
'り
'
'
.
而
も
1:
も
忘
れ
ら
れ 

た
る
經
濟
學
は
當
時
强
く
怫i

人
の
/注
意
を
惹
く
こ
とX
な
つ
た」

(

：ー.七
.六
五
：年

：

『

農
商
財
政
雜
誌j

十1.

月
號
に
H
氏
の
假
名
.. 

•を
以
つ
て
寄
稿
t

れ
た
る
i

e

l

e
 

i

les a
v
l
g
e
s

 d
e
1、

p
r
e
t
e
n
d
s

 steae, p
a
r

 M
.

円

)

と
法
意
し
て
ゐ
るo
從
0
て
ヴ
ネ
ル
：
サ>ネ
3 :
呂
，殿
.內
0.
.彼

の

軎

室

に

偎

さ

れ

衣

所

謂

：

「

中
一
一
.
階

の 

: #
. ^
i 

B

f
 i
o.ode l、e

-tf
t
r
e
s
o
r

セ
於
て
M
論
議
0
中
沁
と
な0
た
.の
は
_
國
§
經
濟
的
疾
患
：舊
本
的
治
療
策
に
外
な
ら
ぉ
か
っ
た 

§
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大
百
科
全
書』

第
五
卷
.

「

經
濟
！
J
:;
'
3
E
C
0
n

i;
-
-
i
^
u
6
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p

&

'f
u«>
'

0
項
に
論
述
す
る
は 

.政
：府
、の
-:
^
質
；.：其
泪
的
派
に_
:^
や
闕
す4-
政

|

«

^

ぁ

ク 

「

被

會
0
統
治
を# ,
成
す
る
學
問 

自
體j

 (
O
E
I
e
s
,

 p. 6
4
4
)

で
あ
り
、
ミ
ラ
ボ
オ
侯
は
之
を

「

國
家
銃
治
の
載
本
的
學
問

」
(

< Am
i

 des.hommes, 

t. 

VII. p. iii) 

で
あ
る
と
做
す
。
洵
に
當
時
に
於
て
形
容
詞

P
O
H
a
q
u
e

は
無
意
義
な
る
も
の-で
は
な
か
0
た
の
で
あ
る
0而
も
ケ
ネ
|エ
並
に
共
門
笫
た

:

M辫
表
の
省
略
化
と
其'範
'式

：

. 

,

.

.
六
.七
、

(

六
ニ
5
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厂

，1

1

略
f
 

I

:
 

?
 

■
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:

く 

-六

八

(

六
•■一
四)

と
な
す
が
故
に「

國
象
の
繁
榮
と
國
民
の
幸
福
と
を
確
定
す
る
科
學

J
x
p
g
o
p
H
e

 mrale, t. I. 

p. 

x
x
x
x
v
i
)

た
る
經
濟
學
は
結 

厨「

自
然
の
支
配」

P
h
y
s
i
o
c
r
a
c
y

，の
探
究
'に
外
な
ら
な
か
つ
た
、
而
し
てj
ネH

に
と
つ
て「

社
會
秩
序
の
自
然
的
法
則
は
、
人
間
の 

生
活
資
料
並
に
共
保
亦
と
便
贫
に
必
婴
な
る
财
の
但
久
的
捭
坐
產
の
物
理
的
法
則
自
體
で
あ
る

」
(OEllvres, 

p. 

6
4
2
)

が

「

他
の
凡 

ゆ
る
も
の 
> 
根
源
で
あ
り
、
社
會
胲
成.0
根
本
的
自
的
で
あ
る
生
活
資
料(:
就
て
，の
自
然_的
法
則
を
研
究
：し
'.
'
-
'そ0 -
命
中
る
處
を
觀
察 

す
る
が
經
濟
學
の®V
步
1?
>
あ
る
J (

E
^
m
e
n
s

 de la phil

o-psophie rurale: p. 

3
^
3
^
故
に
、
ヶ
#
エ
ぽ
先
づ
？
大
百
科.金
書』

. 

F
.現
のJ

小
作
人』

に
、
0
禎
の
，

『

穀
物』

に
，
怫
餾
西
の
疲
弊
せ
る
農
業
の
寳
況
を
分
析
し
、
i

.
物
取
引
の
完
全
な
る
自Ii
i
即
ち 

_

の
輸
IJ
\
が
許
可
せ
ら
れ
、
農
民
に-課
せ
ら
れ
た
る
課
税
と
夫
役
と
が
免
除
せ
ら
れ

F

農
#
於
有
利
と
な
力
、
.：
そ
れ
に
必
要
な
る
富 

と
人
と
が
引
き
つ
け
ら
れ
て
、©'
時
僅
か
に
三
西
萬
ァ
ル
バZ
の
土
地
に
行
は
れ
つ'
あ
つ
セ
太
規
模
耕
作
が
，
佛
礙
西
の
良
地
ヨ
千
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萬
7-
ル
、パ
^
0
.金
部
.に
實
施
ぜ
名
れ
ゾ

る
な
ら
ば
-
共
總
'收

益

は

十

八

億
一
千
五
丙
萬
リ
ー
ヴ
ル
と
な
り
、
其
時
地
主
の
純
所
得
は
.四
億
リ
ー
ヴ'ル
'と
な
る
と
獎
定
し
た
。
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p
.00
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V
O
E
U
V
r
e
s
,

 

p, 2
1
4
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%
く
て
ケ
ネ
エ
は
こ
の
地
主
の
所
得
の
支
出
.に
ょ
ヴ
て
恒
久
的
に
其
押 

'生
產
が
猶
持
：せ
ら
冬
べ

.含
社
會
0
經
濟
的
栽
本
秩
序
を
創
案
す
べ
'.き
順
序
に
：到
達
し
ぢ
。
、前
し
.で
年
餘
，の
：.苦
心
；，0

さ 

:
}れ
祀
斧
：6:
;
:の
'
'が
、；池
国
ー

^

0
ザ
均
紙
所
得|
1亩
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を
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階
徽
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:oesc.bicbte der .Isrational
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經
濟
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三
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前
述
.せ
る
如
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「

自
然
的
法
則
は
社
會
を
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成
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し
，
か
、
'
法
が
命
中
る
秩
序
に
從
ふ
人
，々

の
欲
滗
に
必
要
な
る
財
貨
の
絕
ぇ
ざ
$-
再
坐
產
^
分
_
配の
た
め(-
自
然
の
創
造
者
に
ょ
り. 

て
作
ら
れ
た
る
永
久
不
變
の
も
の
で
あ
り

J
(
O
E
U
V
r
e
s
,
p
.
6
3
7
)

而

も「

こ
の
法
11
0
に
ょ
ヵ
て
萬
物
は
、
生
產
物
比
、
„
富

は

、
.
：
典

存

續 

を
維
持
し
*

H
に
其
可
及
的
煨
大if
t
に
ま
で
增
加
し
さ
，へ
も
す
•る
も
の
で
あ
る

」
(OEU'vres, P, 4

4
1
)

が
、
、經
濟
表
こ
そ-*
.
こ
のr

神

の
命
令
の
不
滅
の
實
行
を
、
芷
確
に*
而
も
極
め
て
簡
單
な
る
訃
箅
に
ま
で
還
元
す
る
爲
に
發
明
せ
ら
れ
仁
る
箅
術
公
式
で

^
る
。
し 

,

、
.(philosopbie rdTale, 1.1, preface p

,
x
i
)

元
來「

肿
錄
ば
經
濟
學
に
布
り
て
は
、
^
も
人
體
に
於
け
る
帶
格
|:
比
す
可
刍
も
.90
で
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あ
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1
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r's
c
e p. -XLii)
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吾
々
は
||
節

に

據

ら

す

し

て

經

濟

を

說

く

は

不

可

能

で

あ

り

、

：
•
：
.
一
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の
凌
政
が
共
財
產
赞
理
人
ょ
り
訂
笕
に
ょ
り
て
報
齿
せ
ら
る
、
如
べ
、

一
國
に
往
り
マ
ん

;'
'
所
得
と
興
諸
支
^
と
は
計
算
：せ
ら
る
可^' 

.で
あ
る
と
虫
張
せ
ら
る
、
は
祀
し
く
、
經
濟
表
の
著
者
が
氣
づ
い
.!
:
る
•は
實
に
■こ

、
で
あ
る
。」
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a
a
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;.oPHerurale,‘t.I:p.
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1
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1
1
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こ
の
意
味
に
於
て
、
經
濟
表
第

一
1

版
の」

册
を
ミ
ラ
ボ
ォ
侯
に
贈
る
に
際
し
て
ヶ
.ネ

エ

は

舀

知

之

を

マ

っ

家

政

办

本

ん
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T
r
o
s
n
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は

「

«
觉
し
# ,
べ
き
物
體
を
硏
究
對
象
と
す
ん
經
敗
學
似
精
密
、科
學
で
あ
り
、
そ
れ
は
計
算
に
依 

,

.

り
て
吟
味
さ
れ
得
る
。
從
來
斯
學
に
於
い
て
缺
け
し
も
の
は
、
推
論
の
支
柱
と
し
て
役
、立
ち
、
且
つ
其
目
的
に
使
用
さ
れ

'#
る
便
利
な 

る
公
式
で
あ
つ
た
。
然
し
今
や
菩
人
は
、
斯
の
如
き
公
式
も
經
濟
表
に
於
い
て

.有
す
る
こ
と
、
な
っ
た

」
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e Iordre. 

s
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1 sscours, 

バ
|
. p. 

2
1
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•と
記
述
す
る
が
、
哲
ヶ
ネ
エ
に
至.レ
ま
で
經
濟
學
、は「

歸
納
法
に
ょ
り
て
の
み
推
論
し
得
る
に
過
ぎ
ざ
，

o

推
測
科
學
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切
の
問
題
は
幾
何
學
並
に
代
數
皋
の
問
題
と
等
し
き
嚴
犯
に
，し
て
不
可
抗
的
證

.明

ふ

受

く

る

に

至

つ

，た

」
(
O
E
U
V
r
e
s
,

マ4
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